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　平成7(1995)年、住民の交流の場を設けようと始まっ

た七座(ななくら)地区婦人会で毎月１回開催の「いきい
きサロン」。年々、住民高齢化とともに参加者が減少し、

七座地区では存続出来なくなっていました。そこで前山

自治会では単独でも継続に意義があると、令和4(2022)
年から自治会主催で「サロン前山」を毎月１回開催して

います。お知らせ、サロンだよりを

毎回発行、買物が困難となった高齢
者支援のため、月２回、買物支援も

サロン事業として行なっています。

住民の居場所づくりと情報交換の
場を絶やすまいと、毎回楽しい

企画を準備しています。

人口減少や高齢化などにより、「出来ない」「難しい」と感じることが増えてきていませんか。

そんな方々をサポートする活動が各地で行われ、地域の活力にもつながっています。

今号は「支え合い」をテーマに各地の取組を集めてみました。ご覧ください。

　旧大森町の4集落でつくる坂部婦人会（会員21名）は、
「見守り」をテーマに、住民の除草材散布の代行や火の
用心の見回り、社会福祉協議会からの依頼で地域に配布
する備品の袋詰め作業なども行っています。
　活動で心がけているのは、メンバーが車で出勤したり、
散歩する際に、住民の方を見かけたら声をかけること。
シンプルですが「これが一番大事」と代表の阿部さんは
話します。
　散歩中に住民の方と出会ったメンバーが、一緒にお話
していたら、その方の体調が悪くなり、助けたこともあっ
たそうです。こうした日ごろの習慣は、真冬の停電や災
害時などの「いざという時」、住民同士、お互いを支え
合うことにもつながっているそうです。

　4/14（日）、小砂川自治会主催のむらカフェが自治

会館で開催されました。お菓子づくりが得意な方が手
作りのパンなどを準備し、おしゃべりを楽しみました♪　

開催のきっかけは、路線バスが廃止となり、車のない

高齢者の方が街中のイベントに行く機会がなくなった
ことでした。「それなら地域でやってみよう」と、今回

初めて、ゆる～くやってみたそうです。周知方法は回

覧板とSNSのみですが、消防団
メンバーが拡散してくれた効果か、

地域内外の子供たちも集まりまし

た。気軽に無理なく集える交流
の場として、今後も継続してい

きたい！とのことでした♪

火の用心に使う伝統の「たす
き」。SNSのLINEで「今日、火
の用心ですよ」とメンバーに連
絡するのは、今の時代ならでは
だとか(^^)



「集落支援員」をご存じですか？

　集落を巡回して地域の現状を把握し、住民の方が地域の活性化や
課題の解決に取り組みやすいよう支援する「集落への目配り役」とも

言える人です。集落支援員は都市部から移住して活動する「地域おこし協力隊」と異なり、地域の実情に詳しい

人などが市町村から委嘱され、全国で活動しています！　出張所や公民館の「地区交流センター」への移行が進
む地域では、センターを拠点に活動する集落支援員の方も増えています。活動内容は地域によって様々ですが、

「住民の皆さんの活動を応援する」ことが、共通テーマのようにも感じます♪　

地域と行政を
つなぐ役割も♪
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2024年の「あきた元気ムラ大交流会」を男鹿市で開催します。詳細は

追ってお知らせいたしますので、地域の皆様、お誘い合わせの上、

ご参加ください♪
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